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臨床実習（臨床研修）への協力患者の減少

臨床実習が形骸化した背景

•高齢患者，有病患者の増加

•患者意識の変化

•開業医の増加とその臨床レベルの向上

•受診行動とのギャップ



歯科医師臨床研修の目標

基本的・総合的な歯科診療能力

・・ 歯科医療技術の高度化・専門化

ストレート方式による専門分野の研修が主流

・・患者の権利意識の向上・医療に対する不信の増大

歯科医師と患者との信頼関係の構築の重要性

歯科医師としての人格の涵養
患者とのコミュニケーション

・・高齢化・疾病構造の変化

全身的な疾病を持った歯科疾患患者の増加

口腔に関係した全身管理を含めた
健康回復・増進



○ 管理型臨床研修施設 １施設 ３ヶ月以上
（３ヶ月を超える期間については１ヶ月単位で連続しなくてもよい）

協力型臨床研修施設 １施設以上 各３ヶ月以上

・２か所以上の協力型臨床研修施設を回ることが可能に

・研修期間の設定が柔軟に

○ 診療所も単独型・管理型臨床研修施設に

複合研修方式が主流

新歯科医師臨床研修制度新歯科医師臨床研修制度



人員に関する基準

常に勤務する歯科医師の
人員基準

常勤の指導歯科医

歯科衛生士・看護師の
人員基準

研修歯科医の同時受入定員

プログラム責任者の配置

単独型

３名以上

管理型

２名以上

協力型

２名以上

１名以上必須

常勤換算で、常に勤務する歯科医師と概
ね同数（歯科衛生士の配置：必須）

指導歯科医数の２倍まで

義 務 義 務 管理型に配置



新歯科医師臨床研修制度の初年度にお

ける研修内容・研修効果を調査・分析し、

新制度の有効性を評価するとともに、今後

の制度の運用、改善に向けての基礎資料

を収集する。

目的

新歯科医師臨床研修制度の
研修内容・研修効果に関する調査研究

平成１８・１９年度 厚生労働科学特別研究事業



すべての研修を100％としたときの

研修内容の内訳

座学 実習 見学 アシスト 自験 その他

研修歯科医
９

（９）

１３

（１１）

１７

（１７）

３１

（２９）

２９

（３２）

２

（２）

単独・管理型
１０

（１０）

２３

（１７）

１５

（１５）

２１

（２１）

３０

（３５）

１

（２）

協力型施設
１０

（１０）

２４

（２４）

２０

（２１）

２７

（２５）

１８

（１８）

２

（１）

（平成18年度データ）

新歯科医師臨床研修制度の研修内容・研修効果に関する調査研究より



担当医制である

単独・管理型

協力型

77.7%

45.3%

自験患者について

単独・管理型

協力型

自験患者数

0名

5.5%

3.8%

1～20名

56.7%

30.0%

21～50名

17.4%

21.8%

50名以上

20.4%

44.8%

新歯科医師臨床研修制度の研修内容・研修効果に関する調査研究より



初期研修（４～５月）
大学間の臨床実習
に格差があるため
必須の研修

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

単独型
（Ａ）

複合型
（Ｂ）

複合型
（C）

管理型施設

管理型施設 協力型研修施設 管理

管理型施設 管理型施設協力型研修施設

本学付属病院臨床研修プログラム



基本習熟コース

※「到達している」＋「ほぼ到達している」の占める割合

新歯科医師臨床研修の到達目標と到達度

医療

面接

総合診療

計画

予防治療

基本技術
応急処置

高頻度

治療

医療管理

地域医療

研修歯科医※
87.6
（86.9）

78.5
（81.3）

84.5
（83.2）

65.3
（69.8）

73.6
（76.7）

71.4
（74.1）

管理・単独型
施設

74.1 69.8 71.0 64.1 67.3 55.5

協力型施設 66.0 64.5 58.6 58.4 64.5 56.2

（平成18年度データ）

新歯科医師臨床研修制度の研修内容・研修効果に関する調査研究より



基本習得コース

※「到達している」＋「ほぼ到達している」の占める割合

救急処置
医療安全

感染予防

医療評価
管理

予防・治療
技術

医療管理 地域医療

研修歯科医※
63.5
（61.8）

80.1
（78.3）

78.3
（80.1）

74.8
（74.1）

78.3
（77.0）

61.3
（63.5）

管理・単独型
施設

71.0 74.0 43.0 49.5 53.4 31.2

協力型施設 48.5 58.5 57.0 43.9 55.5 35.2

新歯科医師臨床研修の到達目標と到達度

（平成18年度データ）

新歯科医師臨床研修制度の研修内容・研修効果に関する調査研究より



歯科医師としての資質の向上への貢献度

貢献した
少しは

貢献した

あまり貢献

していない

貢献して

いない

研修歯科医
17.0%
（39.4%）

52.8%
（41.6%）

23.5%
（12.9%）

6.8%
（6.0%）

管理・単独型
50.5%
（43.0%）

41.1%
（44.1%）

6.3%
（9.7%）

2.1%
（3.2%）

協力型
46.9%
（38.4%）

46.9%
（45.5%）

4.1%
（12.6%）

2.0%
（3.5%）

（平成18年度データ）

新歯科医師臨床研修制度の研修内容・研修効果に関する調査研究より



適切な研修期間

1年間 2年間 その他

研修歯科医
68.3%

（70.6%）

25.8%

（20.6%）

6.0%

（8.8%）

管理・単独型

施設

27.4%

（35.5%）

69.5%

（61.3%）

3.1%

（3.2%）

協力型施設
69.0%

（59.0%）

28.6%

（38.4%）

2.4%

（2.6%）

（平成18年度データ）



研修歯科医の技術レベル

事務手続きの煩雑さ

患者との信頼関係

指導に割かれる時間

研修歯科医の知識レベル

研修歯科医の意欲・態度

診療所の収益

受け入れ期間

医療事故・過誤

研修歯科医への給与

５８．１％

５７．７％

５６．８％

５６．１％

４１．３％

３８．７％

３６．１％

３３．５％

３０．３％

３０．３％

受け入れ後の問題点
（協力型研修施設：複数回答）









臨床研修の課題

• 患者確保の工夫

• 卒前教育（臨床実習）の問題
– 大学間の臨床教育の差

• 制度的な課題
– 複合型臨床研修を充実させるために

• 協力型研修施設の認可基準の見直し

• 補助金の問題

• 教員評価（管理型施設）

• 研修修了判定基準（統一の基準）



臨床研修の工夫・改善等

• １年間の臨床研修期間内で将来教育者・研究者
を目指す者に、研究マインドを育む研修を盛り込

めるか。（医と歯の研修期間の違い、量と質の問題）

• 研修修了後のキャリアパスが不明確である。
（生涯学習・研修体制の構築、専門医・研究者）

• 指導医の能力向上のためのプログラム開発

• 高齢患者の増加への対応 （歯科医師は本当に過剰か？）

• 卒前・卒後教育の一貫教育のグランドデザイン

（協力型研修施設の質の確保）
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